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北極振動(Arctic Oscillation:AO)とは？ 
 大気ー海洋相互作用の振動現象の1つ 

 1998年にアメリカワシントン大学のTompsonとWallaceにより
提唱された大気現象 

 北極圏とそれを取り巻く中緯度の地上気圧場が，南北のシー
ソーのように変動し，逆相関を持つという現象 

         ―北緯約60度を挟んで南北に逆相関を持つ 
 

田中(2007)口絵４より 



北極振動のメカニズム 

中緯度の温帯低気圧に供給されたエネルギー 
 

2次元乱流の逆カスケード 

ブロッキングの形成 

寒帯ジェット強化 

北極振動形成 
 

プラネタリー波増幅 
蛇行の波の成分，長波（6000km
程度）・超長波（10000Km～） 

①強い密度成層をした流体にノズルで横から
着色した液体を勢いよく注入 
②初め着色流体は3次元的に広がり乱流状態 
③細かい渦の集団が密度の釣り合う 2次元平
面に，渦同士が衝突・凝集 
④やがて大きく美しい双極渦に成長する 



AO プラスとAO マイナス 

 AO プラス：北極側に低気圧性，リング状に中緯度側が高
気圧性の偏差 

  地上気温はシベリア・カナダ・アメリカ北西⇒高温偏差  

  グリーンランド・カナダ北東部⇒低温偏差 

   

 

 

日本暖冬 

田中(2004) http://www.jamstec.go.jp/frsgc/jp/report/2004/jan/tanaka.htmlより 

偏西風強化 
⇒ヨーロッパ地域で温和・多雨 
 日本でも温和 

http://www.jamstec.go.jp/frsgc/jp/report/2004/jan/tanaka.html


AO プラスとAO マイナス 

 

 日本寒冬 

寒気の流入 
⇒ヨーロッパでは晴天で寒冷化 
 シベリアから日本にかけても寒冷化 

田中(2004) http://www.jamstec.go.jp/frsgc/jp/report/2004/jan/tanaka.htmlより 

 AO マイナス：北極側に高気圧性，リング状に中緯度側に
低気圧性の偏差 

  地上気温はシベリア・カナダ・アメリカ北西⇒低温偏差  

  グリーンランド・カナダ北東部⇒高温偏差 

 

http://www.jamstec.go.jp/frsgc/jp/report/2004/jan/tanaka.html


北極振動の長期変動 

温暖化のトレンドが北極振動指数
の変化とよく対応している． 



近年の北極振動指数 

田中．file:///C:/Users/User/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/IE/V4WEFDRB/paper220%20(1).pdfより 

2005~2006年：寒冬 
「平成18年豪雪」 
 －戦後2番目の雪による自然災害 
 
2007年：猛暑 
 8月16日：埼玉県熊谷市 40.9度 

2006/01 

地球温暖化 VS 北極振動指数 
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